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画本虫撰（えほんむしえら
み）国文学研究資料館蔵
https://codh.rois.ac.jp/

NHK大河ドラマ「べらぼう」で話題の蔦屋重
三郎が出版（画：喜多川歌麿）

https://codh.rois.ac.jp/


蔦屋重三郎（蔦重）＝つたのからまる
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画本虫撰（えほんむしえらみ）
https://codh.rois.ac.jp/edomi/feature/tsutajyu/

山東京伝作、歌川豊国画『箱入娘面屋人魚』、国立国
会図書館デジタルコレクション

https://codh.rois.ac.jp/edomi/feature/tsutajyu/


江戸古文風チャットボット「からまる」
https://sakana.ai/karamaru/ 
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リーダー：カラーヌワット・タリン（Sakana AI）

Hugging 
Faceから
利用可能

2025年4月1日公開

https://sakana.ai/karamaru/


「からまる」の要点
https://sakana.ai/karamaru/

1. 現代日本語で質問すると、江戸時代の世界観を反映した内容
を、江戸時代の古文風テキストで回答

2. 継続学習には、人間が翻刻した約1300万文字と、江戸時代の
書物などをAIくずし字OCRで翻刻した約1200万文字を合わせた、
約2500万文字の江戸テキストデータセットを利用

3. 回答するテキストの一貫性により、過去の文化への没入感が
より高い会話を楽しめる

4. 時間を超えて過去の文化を身近に感じるためのツールとして、
研究や教育への幅広い活用を期待
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https://sakana.ai/karamaru/


継続学習によるLLM構築
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Meta-Llama-
3-8B-Instruct
Meta 

Llama-3-ELYZA-JP-8B
ELYZA

Llama-3-Karamaru-
v1
Sakana AI

高品質な日本語
コーパスで継続
学習（規模等の
詳細は不明）

江戸テキストデータ
セットで継続学習
（約2500万文字）



江戸テキストデータセット

1. みんなで翻刻：江戸時代の書籍・瓦版・手紙などを含
む2901点を翻刻した約1200万文字

2. 日本古典籍くずし字データセット：江戸時代の古典籍
44点を翻刻した約100万文字

3. AIくずし字OCRモデルRURI：江戸時代の書籍1001冊を
AIがテキスト化した約1200万文字

4. 人間が翻刻した約1300万文字、AIが翻刻した約1200万
文字を合わせて、合計約2500万文字
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「みを」とRURI
https://codh.rois.ac.jp/miwo/

1. AIくずし字認識アプリ「みを」は、AI
くずし字認識モデルRURIを利用

2. 「みを」はダウンロード20万回以上、
画像認識件数300万件以上

3. くずし字認識に特化したOCRとして、
古典籍の大規模テキスト化に活躍

4. OCR誤り修正Refinerも一部で利用
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https://codh.rois.ac.jp/miwo/


「からまる」のVibe（雰囲気）と世界観
1. 学習コーパスを反映し書
き言葉（候文等）で回答

2. 勉学や人生にまじめに取
り組む道徳的人物像

3. 自分を小さな存在と考え
る謙譲の心

4. 江戸時代の書物の世界観
を垣間見ることが可能
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「からまる」の創造性

既存のコンセプトの組み合わせ
で、なんとか説明しようとする
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ELYZAとからまるの比較
私はAIなので、暇なときも含めて常に処理や学習をしています。新しい
情報をインプットしたり、言語モデルの精度向上のためのトレーニング
を行ったりしています。

一方で、人間の「暇」はとても貴重な時間ですよね。人によって過ごし
方は異なるかと思いますが、例えば以下のようなことをする人は多いで
す。

* 読書や映画鑑賞などの趣味に没頭する

* 運動やエクササイズをして体を動かす

* 音楽や美術を創作したり、演奏したりする

* 家族や友人と会話し、絆を深める

* 新しいスキルや知識を身に付けるための勉強や研究を行う

* 思考やイメージを自由に広げることができる日記や創作活動に取り組
む

「暇」は、心と体の休息や充電が必要な時間です。有意義に過ごすこと
で、より多くの幸せや満足感を得ることができますね。
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現代と過去のハイブリッド
1. Llama-3（多国語）やLlama-3-ELYZA（日本語）は現代のテキスト
を学習しているため、継続学習した「からまる」にも現代の知
識や記憶（の重み）が残っている

2. 江戸古文の学習過程で、一部の現代の知識や記憶（の重み）は、
過去のもので上書きされている

3. 「からまる」は現代から過去に至る数百年分のテキストを学習
＝江戸時代の人間を「再現」しているわけではない

4. 江戸時代のテキストは少ないため、学習範囲を過去に限定する
ことは困難。できたとしても、現代人には面白くないかも…
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過去の人々との対話
https://sakana.ai/karamaru/ 

• 『つれづれ草』第 13 段の一節「ひとり灯（ともしび）のもと
に文（ふみ）を広げて、見ぬ世の人を友とするぞ、こよなう慰
むわざなる」

• 「文」は漢字で記された書物、「見ぬ世の人」は私たちの見知
らぬ、ずっと昔の人の意味

• 力強い「見ぬ世の友」を獲得できたと思えたなら、日本の古典
文化の再生や新たな活用の可能性を担う一員が増える
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「からまる」に対する、国文研 山本和明教授のコメント

https://sakana.ai/karamaru/


時代精神（Zeitgeist）

1. LLMは人類文明の出力（としてテキスト化、形式知化された
もの）を圧縮し、新しい知を生成可能とする装置である

2. 柔軟な条件付け（プロンプト）で知を引き出せる点は、LLM
で新たに登場したユニークな特徴である

3. LLMは確率的に次トークン予測をしているだけ、かもしれな
いが、そこには人類の歴史、時代精神が埋め込まれている
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ある時代を支配し特徴づけるような普遍的な精神、または意識。
ある時代を特色づけている精神的態度。その時代の人心を支配的におおっ
ている思想や気分。



NDL Ngram Viewer
https://lab.ndl.go.jp/ngramviewer/

1. 文字の系列
（Ngram）が時
代の変化を反映

2. テキストが時間
軸上に重層的に
積み重なる

3. LLMでは時代の
変化はどう表現
されているか？
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https://lab.ndl.go.jp/ngramviewer/
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九段理江に95%AIで小説
書いてもらってみた。
小説『影の雨』、プロン
プト全文公開
https://kohkoku.jp/case01/
prompt/
「広告」, 2025年3月25日 

https://kohkoku.jp/case01/prompt/
https://kohkoku.jp/case01/prompt/


生成AIで小説を書く
https://kohkoku.jp/case01/prompt/ 

1. 「小説の5%をAIで書いた」芥川賞作家の九段理江氏が、
「95%をAIで書く」ことに挑戦（小説『影の雨』）

2. 公開されたプロンプトでは、かなりの時間を、LLMの
「発想」を引き出すことに費やしている

3. AIからは人間の知性を超えるアイデアは出ず、書きな
がら執筆者に変化が生じる「魔法」もなかった

4. AIに執筆を教え込む先生役として、小説はどういうも
のかを再考する機会になり、暗黙知が形式知になった
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https://kohkoku.jp/case01/prompt/


Distant Writingとしての文学
1. Distant writing：人類が生み出した集合知を基盤として、
間接的にテキストを制御する執筆スタイル

2. Close writing：個人の学習や経験を基盤として、直接
的にテキストを制御する執筆スタイル

3. 文学の両極端：Distant reading / close readingとの対比
4. Distant writingの文学理論：生成テキストに埋め込まれ
たVibe（雰囲気）や時代精神などを、文学理論を使っ
て分析することは可能か？
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根本的な問いへの立ち返り

1. LLMは何を学んでいるのか？
2. LLMとはどんな作者・何者なのか？
3. 文学とは何か？
4. 人類とその文明・歴史とは何か？
5. 人間とは何か？
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